
 

（３） カ  キ                   〔果樹類＞落葉果樹＞かき〕 

 

① 防除のポイント・注意事項 

病害虫名 防除時期 摘  要 

炭 疽 病 生 育 期 ・一般に甘柿品種群で発生が多い。 

・若木や強せん定により新梢伸長の旺盛な樹で発生が多い。 

［耕種的防除］ ・炭疽病が発生している枝は切り取って、焼却する。 

落 葉 病 生 育 期 ・円星落葉病と角斑落葉病があり、著しい落葉によって、果実が早期に軟化して落果する被

害となる。 

・落葉病は5～7月に防除を行う。発病後の薬剤防除は効果がない。 

［耕種的防除］ ・落葉病に罹病した落葉は、埋設または焼却処分を行う。 

う ど ん こ 病 生 育 期 ・初発を抑制する５月および病徴が見え始める８月の薬剤散布が有効である。 

・窒素肥料過多の樹に発病しやすいので、肥培管理を適切に行う。 

す す 点 病 生 育 期 ・カキ以外の宿主植物が多い山間部で発生が増加しやすい。 

［耕種的防除］ ・密植や過繁茂を避け、通風を良好にする。 

切り口および 

傷口のゆ合促進 

剪定整枝時、 

病患部削り取り

直 後 、 及 び 

病 枝 切 除 後 

・切り口に適量のトップジンＭペーストを塗布する。 

アザミウマ類 生 育 期 ・カキクダアザミウマおよびチャノキイロアザミウマがカキを加害する。 

カ キ ク ダ 

ア ザ ミ ウ マ 

展 葉 期 

～ 幼 果 期 

・４月中旬頃から越冬成虫がカキに飛来する。未展開葉の中を加害し、被害葉の葉縁は内

側にカールする。６月上旬頃から幼果を加害する。 

チャノキイロ 

ア ザ ミ ウ マ 

開 花 始 期 

～ 幼 果 期 

・一般に｢平核無｣等の渋柿で発生が多く、甘柿での発生は少ない。 

・多様な植物に寄生し年間５～８回発生する。カキでは着果期を通して加害するが、開花か

ら１か月間の薬剤散布が重要である。 

［耕種的防除］ 

・光の乱反射により飛来量が減少し被害が軽減されるので、地面に反射シート等を敷設する。 

・雑草が繁殖場所になるので、圃場内外の除草を行う。また、除草に合わせて防除を行う。 

カキノヘタムシガ 

( カ キ ミ ガ ) 

生 育 期 ・発芽盛期から1週間後（4月中旬頃）が防除適期である。 

 

[耕種的防除] ・粗皮下において前蛹態で越冬するので、休眠期に粗皮削りを行う。 

イ ラ ガ 類 

（ イ ラ ガ ） 

生 育 期 ・雑食性で、園地以外の樹でも発生するため、園周辺の樹も確認し、適宜幼虫の駆除を行う

よう注意する。 

カイガラムシ類 生 育 期 ・排泄物に発生するカビが｢すす病｣となって果実を汚染する。 

[耕種的防除]  ・粗皮下で越冬するので、休眠期に粗皮削りを行う。 

フ ジ コ ナ 

カイガラムシ 

生 育 期 ・第１世代（7月上旬～中旬頃）の薬剤散布が効果的である。 

カ メ ム シ 類 6 月 上 旬 

～ 8 月 上 旬 

・カメムシは夜間活動性なので、日暮れ前の薬剤散布が効果的である。 

ハマキムシ類 開 花 後 

～ 8 月 上 旬 

・ハマキムシの幼虫は巻葉の中にいて薬剤がかかりにくいため、加害部に薬剤がよくかか

るよう注意して散布する。 
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カキ【殺菌剤】 RPA

うどんこ

病
すす点病

切り口及び傷

口のゆ合促進
炭疽病 落葉病

かき ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*)
収穫45日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

400～800

倍

400～800

倍

かき ｽｺｱ顆粒水和剤
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ

水和剤
3

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍 3000倍 3000倍

かき ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水

和剤
11

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 3000倍 3000倍 3000倍

かき ﾃｰｸ水和剤
ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ･ﾏﾝ

ｾﾞﾌﾞ水和剤

"UN(I*),

3

収穫45日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 600倍 600倍 600倍

かき ﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼﾞﾁｱﾉﾝ水和剤 M9 劇
収穫90日

前まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍 2000倍

かき ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

ﾍﾟｰｽﾄ剤
1 【A】

3回

以内
塗布 原液

かき ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水

和剤
1

収穫前日

まで

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

かき ﾅﾘｱWDG
ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ･

ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ水和剤
11,7

収穫前日

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

かき ﾈｸｽﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｲｿﾋﾟﾗｻﾞﾑ水和

剤
7

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍

かき ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼ

ﾙ酸塩水和剤
M7

収穫14日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

1000～

1500倍

かき ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 ﾍﾞﾉﾐﾙ水和剤 1
収穫前日

まで

6回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

2000～

3000倍

使用時期：【A】剪定整枝時､病患部削り取り直後､及び病枝切除後

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）
使用

回数
使用量

使用方

法
作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC

毒

劇
使用時期
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カキ【殺虫剤】 RPA

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 ｲﾗｶﾞ ｲﾗｶﾞ類 ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類
ｶｷｸﾀﾞｱｻﾞﾐ

ｳﾏ
ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ ｶﾒﾑｼ類

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞ

ﾐｳﾏ
ﾊﾏｷﾑｼ類

ﾌｼﾞｺﾅｶｲｶﾞ

ﾗﾑｼ

かき ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ水和剤
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

かき ｱﾄﾞﾏｲﾔｰ水和剤
ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ

水和剤
4A 劇

収穫7日前

まで【A】

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍
1000倍

かき ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B
収穫45日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍 1500倍 1500倍

かき ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤
ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ乳

剤
15

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

かき ｷﾗｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ水和

剤
2B

収穫7日前

まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍 2000倍

かき ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水

和剤
13 劇

収穫14日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

かき ｺﾙﾄ顆粒水和剤
ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ水

和剤
9B

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

3000倍

2000～

3000倍

かき ｼﾞｪｲｴｰｽ水溶剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水溶剤 1B
収穫45日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍 1500倍 1500倍

かき ｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ水和

剤
3A 劇

収穫7日前

まで

5回

以内

200～700㍑

/10a
散布 2000倍

1500～

2000倍
1500倍

かき ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40 MEP水和剤 1B
収穫30日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

800～

1000倍

800～

1200倍

800～

1000倍

800～

1200倍

かき ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ水溶

剤
4A

収穫7日前

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

かき ﾄｸﾁｵﾝ乳剤 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ乳剤 1B
収穫75日

前まで

2回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

かき ﾊﾟｰﾏﾁｵﾝ水和剤
ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ･

MEP水和剤
1B,3A 劇

収穫30日

前まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

1000～

2000倍
1000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

1000～

2000倍

かき ﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶剤 ｶﾙﾀｯﾌﾟ水溶剤 14 劇
収穫45日

前まで

4回

以内

200～700㍑

/10a
散布 1500倍

1500～

3000倍
1500倍

かき ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ水

溶剤
4A 劇

収穫前日

まで

3回

以内

200～700㍑

/10a
散布

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

2000～

4000倍

使用時期：【A】（ただし、露地栽培については発芽期から開花期を除く。）

使用

回数
使用量

使用方

法

適用病害虫名/使用濃度（希釈倍率）

作物名 薬剤名 農薬の種類 RAC
毒

劇
使用時期

R6項


